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研究会報告

Human Brain Science Hall 竣功記念講演会

　玉川大学の脳科学研究拠点の一つである「Human 
Brain Science Hall（以下、HBSH）」が竣功し、2022 年
1 月から運用が始まりました。これを記念して、1 月 20
日に講演会と HBSH 内覧会が開催されました。

　講演会の第 1 部は小原芳明理事長・学長のあいさつか
らスタート。次にスポーツ庁長官 室伏広治氏（オンラ
イン）、文部科学省研究振興局大学研究基盤整備課長の
黒沼一郎氏（同課 学術研究調整官の小久保智史が代理）、
東京大学医学部長・日本医療研究開発機構 疾患領域コー
ディネーターの岡部繁男氏（オンライン）、日本脳科学
関連学会連合代表・京都大学大学院医学研究科教授の伊
佐正氏（オンライン）から来賓のご挨拶をいただきまし
た。

　続いて、坂上雅道脳科学研究所長が脳科学研究所を紹
介。1996 年に工学部の塚田稔先生、斉藤秀昭先生、福
井一光先生、樋田栄輝先生、相原威先生を中心として学
術研究所内に脳科学研究施設が開設され、「全人的人間
科学プログラム（脳の学習・記憶・推論・思考のメカニ
ズムの究明とその教育技術への応用）」が文科省「21 世
紀 COE プログラム」に採択されて以来、「意思決定」

研究が玉川大学の脳科学研究の一つの特徴になったこと
を説明しました。その後 2003 年に MRI を導入。翌年に
は発達研究とそれに密接な関係があるロボット研究が始
まり、2007 年 4 月に脳科学研究所開設に発展した、こ
れまでの歴史を振り返りました。また今年 4 月から、「同
研究所が脳システム研究センター」、「脳・心・社会融合
研究センター」、「先端知能・ロボット研究センター」と
いう 3 つのセンターで構成される予定であることも紹介
されました。

　松田哲也脳科学研究所教授からは、HBSH と社会神経
科学研究拠点についての説明がありました。HBSH は学
内に分散されていた研究リソースを集約、そこに①「研
究」と「教育」、②「学内」と「学外」、③「学問」と「学
問」をつなげるというコンセプトで設計され、その後、
with コロナを想定してより安心・安全な研究環境を追
求した設計に変更されたという経緯が紹介されました。

　また①「研究」と「教育」をつなげることで、研究リ
ソースを活用し個性を活かして社会で活躍できる人材の
育成を目指すこと、②「学内」と「学外」では玉川大学
脳科学研究所が文科省共同利用・共同研究拠点の「社会
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神経科学研究拠点」であり、ほかの「ヒューマンサイエ
ンス研究領域」拠点と連携していることを通じて、国内
外の研究者との共同研究の推進などをはかっていくこ
と、③「学問」と「学問」では学際的な研究を通じて人
間の本質の理解につなげていきたいという今後の展望が
述べられました。

　第 2 部は「ヒューマンサイエンス研究の新展開」をテー
マに、松元健二脳科学研究所教授を座長として生理学研
究所・同志社大学・昭和大学・玉川大学の共同利用・共
同研究拠点 4 拠点連携によるミニシンポジウムが行われ
ました。

　自然科学研究機構生理学研究所教授の定藤規弘氏は
「『私たち』の神経科学に向けて：複数個体の社会的相互
作用から創発する間主観性の神経基盤」として、対面コ
ミュニケーションにおける個体間神経同期は予測の共有
を表象することや、2 者同時計測 MRI 研究で得た最新
の成果からわかってきたヒトの社会性について講演され
ました。

　同志社大学赤ちゃん研究センター長の板倉昭二氏は
「母子を繋ぐロボット」をテーマに、Still Face 時の母子
に対するロボットの影響、幼児によるロボットへの同調、
ロボットらしい声、ヒトらしい声に対する選好といった
現在進行中の研究について講演されました。

　昭和大学発達障害医療研究所所長の加藤進昌氏は「発
達障害研究から脳の多様性の研究へ」として、発達障害
ASD（自閉スペクトラム症）と ADHD（注意欠如・多
動症）、そこに LD（学習障害）の三者を共通して考え
ることが重要であること、また発達障害には多様性があ
ることなどについて講演されました。

　そして酒井裕脳科学研究所教授からは「社会・個性・
精神疾患と脳神経をつなぐハブとしての計算論的行動科
学」を発表。なぜ行動科学に計算論が必要なのか、その
具体研究例として、強迫性障害の数理モデルなどについ
て講演されました。

　最後に特別講演として、東北大学副学長大隅典子氏か
ら特別講演「〈個性〉はどのように生まれるのか？エピ
ジェネティックなアプローチ」というタイトルでご講演
いただきました。父親の年齢と自閉スペクトラム症発症
リスクについて、発症リスクに関連する可能性のあるタ
ンパク質などについて解説いただきました。


